
 

    

京都府⽴図書館 基本方針 
 

図書館は、人々が知的で創造的な人生をおくるため、人類の知的遺産である

出版物を中心とした文化資源を適切に収集・保存し、活用・発信する場です。 

京都府立図書館は、この理念を踏まえ、変化の激しい社会において、新たな

課題に直面する府民の知的活動の拠点となるとともに、府内全域に均質な図書

館サービスを提供することにより、府民に期待される存在となることを目指し

ます。 

 

Ⅰ 府内全域の図書館をつなぎ、⽀援するとともに、協⼒して図書館サービス
を展開します 

    

各公立図書館・学校図書館等の活動を支援しつつ、各館と協力することによ

って、府内の図書館サービスを充実させます。また、府民に的確に情報を提供

するため、各公立図書館・学校図書館等と大学図書館等をつなぎ、府内の各種

図書館のハブとしての機能を果たします。 

 

 

Ⅱ 多様な⽂化資源の情報を取り扱い、歴史と⽴地を活かしながら、幅広い調
査研究のニーズに応えます 

    

府立図書館の役割に応じた選書を行いつつ、多様な文化資源に関する情報を

取り扱います。また、様々な情報を求める人々が利用しやすい図書館サービス

を提供し、高度な知的要求に応えます。さらに 100 年を超える府立図書館の歴

史と文化施設が集中する岡崎という立地を最大限に活かします。 

 

 

Ⅲ 議論し発信する場を提供し、課題を解決する拠点となることにより、⽂化
の創造と地域の活性化に寄与します 

    

多様な議論を展開しながら新たな情報を創造していく場を設定し、提供する

ことにより、各機関・団体と連携し、様々な課題の解決につながる調査研究を

支援します。あわせて、その成果を発信する拠点となり、こうした活動が各地

で展開されるよう働きかけます。これらを通じて、京都の文化の創造と府内各

地域の活性化に寄与します。    


